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「
広
瀬
川
河
畔
を
活
か
し
た
地

域
振
興
策
」
の
調
査
が
国
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、

「
水
と
緑
と
詩う
た

の
ま
ち
」
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
影
が
薄
れ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
、
広
瀬
川
河
畔

に
投
句
箱
を
設
置
す
る
な
ど
河
畔
の

充
実
を
図
っ
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

Ａ

平
成
二
十
年
に
「
都
市
緑
化
フ

ェ
ア
」
が
敷
島
公
園
と
前
橋
公
園
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
併
せ

て
広
瀬
川
河
畔
も
整
備
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。樹
木
も
大
き
く
な
り
、

昼
も
暗
い
所
も
あ
る
の
で
、
景
観
的

に
も
良
く
な
い
場
所
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
投
句
箱
の
設
置
も
含
め
、
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

空
き
缶
な
ど
は
資
源
ゴ
ミ
と
し

て
市
が
集
め
て
い
ま
す
が
、
新
聞
紙

や
段
ボ
ー
ル
も
資
源
ゴ
ミ
で
回
収
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

紙
類
な
ど
は
各
種
団
体
が
実
施

し
て
い
る
有
価
物
集
団
回
収
で
集
め

ら
れ
、
市
も
奨
励
金
を
交
付
す
る
な

ど
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
奨
励
金

は
、
団
体
の
貴
重
な
活
動
財
源
に
な

っ
て
い
て
、
市
が
回
収
す
る
と
団
体

活
動
に
支
障
が
出
る
こ
と
に
も
な
る

の
で
難
し
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

有
価
物
集
団
回
収
を
利
用
で
き
な
い

人
に
対
し
て
は
、
紙
類
を
い
つ
で
も

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
場
所
を
市

の
各
施
設
に
設
け
て
、
資
源
化
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
（
十
一
月

か
ら
常
設
の
回
収
場
所
を
設
置
し
ま

し
た
。
17
�
参
照
）。

Ｑ

国
の
農
業
施
策
の
見
直
し
に
よ

っ
て
、
粕
川
地
区
の
大
豆
生
産
が
危

機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
「
大
豆

資
料
館
」
を
造
っ
て
生
産
を
維
持
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
メ
ー
カ

ー
の
協
力
も
得
て
、
新
た
な
観
光
資

源
に
も
な
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
っ
て
検
討
し
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

転
作
で
八
十
�
く
ら
い
の
作
付

け
面
積
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

合
併
前
か
ら
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
を
作

っ
て
お
り
、
地
元
の
お
い
し
い
水
を

使
っ
て
豆
腐
作
り
も
研
究
し
、
元
気

ラ
ン
ド
な
ど
で
売
り
出
せ
る
よ
う
に

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の

大
豆
は
品
質
が
良
い
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
加
工
業
者
へ
流
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
の
で
、
加
工
・
販
売
ま
で
考

え
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。「
大
豆

資
料
館
」
に
つ
い
て
は
、
実
情
や
社

会
的
な
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し
ま

す
。

Ｑ

地
区
の
敬
老
行
事
の
会
場
探
し

に
毎
年
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。
町
公

民
館
は
狭
く
二
階
建
て
な
の
で
、
年

配
者
が
参
加
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
い
の

で
す
が
、
お
祝
い
ご
と
で
も
飲
酒
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
お
酒
を
含

め
た
、
飲
食
を
許
可
し
て
ほ
し
い
の

で
す
が
。

Ａ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

市
民
皆
さ
ん
の
自
主
的
、
創
造
的
な

生
涯
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
健
康
で

文
化
的
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

施
設
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
お
茶
や
弁
当
な
ど
の
軽
食
は
認

め
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
飲
食
、

飲
酒
は
規
則
で
禁
止
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
要
望
も
強
く
、

地
域
の
連
帯
感
を
図
る
た
め
に
、
設

置
目
的
に
合
っ
た
会
合
な
ど
に
限
っ

て
は
、
飲
食
や
飲
酒
に
つ
い
て
検
討

し
ま
す
。

Ｑ

新
築
移
転
す
る
七
中
の
し
ゅ
ん

工
は
い
つ
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

本
年
度
に
実
施
設
計
の
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。
し
ゅ
ん
工
は
平
成

二
十
一
年
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

半
年
く
ら
い
は
前
倒
し
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
転
後
の

跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
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第
四
十
回
市
民
展
覧
会
を
来
年
二

月
十
日
�
か
ら
二
十
七
日
�
ま
で
開

催
し
ま
す
。
募
集
作
品
の
規
格
な
ど

は
次
の
と
お
り
。
あ
な
た
の
力
作
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
〈
美
術
部
門
〉
来
年
２
月
10

日
�
〜
13
日
�
〈
写
真
部
門
〉
来
年

２
月
17
日
�
〜
20
日
�
〈
書
道
部
門
〉

来
年
２
月
24
日
�
〜
27
日
�

会
場

＝
市
民
文
化
会
館

□
募
集
作
品
の
種
別

書
道
＝
漢
字
、
か
な
、
新
傾
向
（
近

代
詩
文
・
墨
象
・
少
字
数
）

美
術

＝
日
本
画
・
洋
画
（
油
彩
・
水
彩
・
ア

ク
リ
ル
・
版
画
・
パ
ス
テ
ル
・
切
り

絵
・
張
り
絵
な
ど
）、
彫
刻
・
工
芸
　

写
真
＝
風
景
・
ネ
ー
チ
ャ
ー
、
花
・

動
植
物
、
ス
ナ
ッ
プ
・
人
物
（
い
ず

れ
も
カ
ラ
ー
・
白
黒
は
問
わ
な
い
。

画
像
処
理
お
よ
び
カ
ラ
ー
コ
ピ
ー
は

不
可
）

□
応
募
作
品
の
規
格

書
道
＝
〈
漢
字
〉
縦
作
品
は
縦
百
八

十
�
（
六
尺
）
×
横
六
十
�
（
二
尺
）

以
内
。
た
だ
し
軸
装
は
縦
二
百
十
�

（
七
尺
）
×
横
六
十
�
（
二
尺
）
以

内
、
横
作
品
は
縦
六
十
�
（
二
尺
）

×
横
百
八
十
�
（
六
尺
）
以
内
〈
か

な
〉
七
十
�
×
百
八
十
�
（
六
尺
）

以
内
で
縦
・
横
自
由
。
縦
作
品
の
み

百
八
十
�（
六
尺
）×
横
六
十
�（
二

尺
）
以
内
も
可
。
た
だ
し
軸
装
は
縦

二
百
十
�（
七
尺
）×
横
六
十
�（
二

尺
）以
内
〈
新
傾
向
〉
百
八
十
�（
六

尺
）
×
七
十
五
�
（
二
・
五
尺
）
以

恒
例
の
「
農
業
ま
つ
り
」
を
開

催
。
市
内
で
採
れ
た
新
鮮
な
農
産

物
の
即
売
会
な
ど
、
生
産
者
と
消

費
者
が
触
れ
合
う
「
収
穫
の
秋
」

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
子
ど
も
が
楽

し
め
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

ご
家
族
皆
さ
ん
で
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

日
時
＝
11
月
12
日
�
午
前
９
時
〜

午
後
２
時
　
会
場
＝
Ｊ
Ａ
前
橋
市

本
所
（
富
田
町
）

内
容
＝
〈
即
売

コ
ー
ナ
ー
〉
農
作
物
の
即
売
会
〈
展

示
・
普
及
コ
ー
ナ
ー
〉
牛
乳
ま
つ
り
、

農
作
物
品
評
会
、
農
機
具
の
展
示
〈
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
〉
米
・
米
製
品
配

布
、
料
理
試
食
、
加
工
品
の
販
売
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
〈
ち
び
っ
子

コ
ー
ナ
ー
〉
ミ
ニ
牧
場
、
ク
イ
ズ
コ

ー
ナ
ー

○
…
問
い
合
わ
せ
は
農
政
課
�
８
９

０
―
６
７
０
２
、
Ｊ
Ａ
前
橋
市
本

所
�
２
６
１
―
３
０
０
０
へ
。

内
で
縦
・
横
自
由
。
縦
作
品
の
み
縦

百
八
十
�（
六
尺
）×
横
六
十
�（
二

尺
）
以
内
も
可
。
ほ
か
に
各
部
と
も

九
十
�
（
三
尺
）
×
九
十
�
（
三
尺
）

以
内
も
可
　
美
術
＝
〈
日
本
画
・
洋

画
〉
六
号
以
上
三
十
号
以
下
。
版
画
・

パ
ス
テ
ル
は
三
十
号
以
下
自
由
。
た

だ
し
額
装
を
含
め
て
縦
・
横
一
�
以

内
。
ひ
も
付
き
の
額
装
を
す
る
こ
と

（
日
本
画
の
額
に
は
ガ
ラ
ス
使
用
不

可
。
洋
画
は
樹
脂
ガ
ラ
ス
の
み
可
）

〈
彫
刻
・
工
芸
〉
立
体
作
品
は
底
が
一

�
×
一
�
以
内
、
壁
画
作
品
は
縦
一
・

五
�
×
横
一
�
以
内
　
写
真
＝
半
切
。

ア
ル
ミ
額
（
シ
ル
バ
ー
）
で
ア
ク
リ

ル
ガ
ラ
ス
（
や
む
を
得
な
い
場
合
の

み
ガ
ラ
ス
も
可
）
付
き
。
搬
入
の
と

き
は
箱
入
り
、
ひ
も
付
き
。
作
品
中

の
人
物
に
は
了
解
を
得
る
こ
と

□
手
数
料
や
搬
入
・
搬
出
な
ど

出
品
手
数
料
＝
出
品
一
点
に
つ
き
千

五
百
円
。
同
一
部
門
で
二
点
以
上
を

出
品
す
る
場
合
は
一
点
増
す
ご
と
に

千
円
を
追
加
　
出
品
者
資
格
＝
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高
校
生
ま
た

は
十
六
歳
以
上
の
人
　
出
品
点
数
＝

無
制
限
。
た
だ
し
彫
刻
・
工
芸
は
三

点
以
内
　
搬
入
＝
来
年
１
月
14
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
に
中
央

公
民
館
へ
。
郵
送
不
可
　
出
品
票
・

開
催
要
項
の
配
布
＝
11
月
25
日
�
か

ら
中
央
公
民
館
、
各
地
区
公
民
館
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
　
搬
出

＝
〈
美
術
〉
来
年
２
月
15
日
�
〈
写

真
〉
来
年
２
月
22
日
�
〈
書
道
〉
来

年
３
月
１
日
�
、
午
前
９
時
〜
正
午

（
写
真
は
午
後
１
時
ま
で
）、
市
民
文

化
会
館
か
ら
　
入
選
・
入
賞
発
表
＝

来
年
１
月
24
日
�
午
前
10
時
、
中
央

公
民
館

○
…
問
い
合
わ
せ
は
中
央
公
民
館
�

２
２
３
―
３
８
１
８
へ
。

美しい景観を誇る広瀬川

５
地
区
で
開
か
れ
た
市
政
懇
談
会

素晴らしい作品がずらり（昨年の書道部門）

新鮮な農産物の即売が人気です

七
月
か
ら
市
内
二
十
三
地
区
で
順
次
開
催
し
て
い
る
市
政

懇
談
会
。
八
月
か
ら
十
月
前
半
ま
で
は
、
芳
賀
・
下
川
淵
・
粕

川
・
敷
島
・
桂
萱
の
五
地
区
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
市
政
発
信
課
�
８
９
０
―
６
６
４
４
へ
。

市民展３部門で
作品を募集します

12
日
に
Ｊ
Ａ
前
橋
市
本
所
で
農
業
ま
つ
り


